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第3回放射性物質の循環に関する実態調査検討委員会 新潟県防災局
新潟県庁西回廊大会議室 2012.11.16

福島第一原発事故で放出された
放射性物質の海洋底質への
移行と蓄積

近畿大学理工学部生命科学科
大学院総合理工学研究科
山崎 秀夫

yamazaki@life.kindai.ac.jp

本日の話題提供

• 福島第一原発事故以前におけるわが国の放射能汚染
の状況 （大阪湾・大阪城壕・琵琶湖・長崎湾・長崎市西
山貯水池）

• 福島原発事故で放出された放射性物質はどこまで飛ん
で行ったのか （東大阪市における大気粉塵中の放射
能濃度の観測結果）

• 事故直後の首都圏における土壌放射能汚染の状況

• 東京湾底質の放射能汚染の現況

• 信濃川大河津分水河口（野積海岸）底質で検出された
放射性セシウムの分布と起源の推定
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文科省航空機モニタリングに
よる放射能汚染地図
（高バックグラウンド地域の線量を修正
した後の汚染地図）

（平成23年11月11日発表分）
134+137Cs 沈着量：kBq/m2

東大阪市(近畿大学屋上）における大気粉塵中の
放射性核種濃度の経時変化（福島第一原発から600㎞）
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福島第一原発
水素爆発発生

140Baと 95Zr-95Nb も検出

140Ba も検出
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東大阪市の大気粉塵のγ線スペクトル（4月7日）
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Location: Osaka (550km from Nuclear Plant)
Meas. Day: Apr. 7th (25 Days from the  Incident)
Sample Volume: Air Dust (390m 3)
Meas. Time: 76357sec Dust0407  Site Osaka
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東大阪市の大気粉塵のγ線スペクトル（4月18日）
（原子炉のメルトダウンが起きた証拠）
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Location: Osaka (550km from Nuclear Plant)
Meas. Day: Apr. 18th (36 Days from the  Incident)
Sample Volume: Air Dust (390m 3)
Meas. Time: 70546sec

Dust0418  Site Osaka
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難揮発性核分裂生成核種
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地点 採取日
深さ

（ｃｍ）
濃度(Bq/kg) 蓄積量(Bq/m2)

131I 134Cs 137Cs 131I 134Cs 137Cs

福島市A
3/19 0-1 75300 11700 14200 979000 152000 185000 
4/27 0-1 2170 17200 21800 28300 224000 284000 

福島市B 3/26 0-1 32200 11000 13700 41900 144000 179000 

救難ヘリ洗浄水 3/26 125000 110000 136000 

東京都葛飾区 5/19 0-1 150 2600 3230 1940 33800 41900 

東京都江東区A
4/15 0-1 1490 1350 1610 19400 17600 20900 

4/27 0-1 476 2860 3590 6180 37100 44700 

東京都江東区B 4/15 0-1 1110 562 681 14500 7310 8860 

東京都杉並区 5/19 0-1 27 342 440 352 4440 5720 

東京都中央区 4/10 0-1 767 481 579 9970 6250 7530 

皇居東御苑 4/10 0-1 1260 533 682 16394 6930 8860 

皇居外苑
（二重橋近く）

4/10 0-1 1516 800 961 19708 10400 12500 

4/28

0-1 196 803 1170 2551 10400 15300 

1-3 14 939 42 359 12210 1090 

3-6 0.0 0 14 0 0 546 

千葉県神崎町A 4/20 0-1 61 76 108 797 989 1400 

千葉県神崎町B 4/20 0-1 48 405 499 627 5260 6490 

千葉県流山市A 5/19 0-1 62 187 235 805 2430 3050 

千葉県流山市B 6/11
0-5 0 70 106 0 4510 6870 

5-10 0 0 0 0 0 0 

千葉県三郷市 5/19 0-1 55 829 1070 711 10800 13900 

千葉県柏市A 5/19 0-1 98 4180 5310 1270 54300 69000 

千葉県柏市B 6/11 0-1 54 26200 33700 689 341000 439000 

千葉県柏市C 6/11 0-1 16 13500 17600 205 176000 229000 

千葉県柏市D 6/11
0-5 0 443 594 0 28800 38600 

5-10 0 0 0 0 0 0 

千葉市A 4/11 0-1 590 2030 2510 7670 26400 32600 

千葉市B 4/11 0-1 314 556 671 4080 7230 8720 

千葉市C 4/12 0-1 119 144 187 1550 1880 2440 

千葉県館山市 4/20 0-1 40 49 69 521 642 898 

福島市及び首都圏における土壌中の131I, 134Cs, 137Cs濃度と蓄積量 (1)
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地点 採取日
深さ

（ｃｍ）

濃度(Bq/kg) 蓄積量(Bq/m2)
131I 134Cs 137Cs 131I 134Cs 137Cs

埼玉県朝霞市
4/10 0-1 422 196 252 5490 2550 3280 

5/1 0-1 81 255 325 1050 3310 4220 

埼玉県東松山市 4/28 0-1 25 158 207 325 2050 2690 

群馬県高崎市A 4/28 0-1 37 603 743 475 7840 9660 

群馬県高崎市B 5/1 0-1 16 649 829 212 8440 10800 

群馬県吾妻町 4/30 0-1 52 1470 1850 680 19000 24000 

群馬県長野原町A 3/26 0-1 95 56 71 1240 723 919 

群馬県長野原町B

3/26 0-1 102 133 163 1330 1740 2120 

4/29

0-1 23 144 184 299 1870 2390 

1-3 0 0 5 0 0 117 

3-6 0 0 0 0 0 0 

落ち葉 4/29 0-5 71 3840 4740 4620 250000 308000 

落ち葉の下土壌 4/29 0-1 nd 3 27 0 37 354 

自生サルノコシカケ 4/29 - nd 2570 3190 

露地栽培シイタケ 5/9 - nd 9 13 

群馬県嬬恋村A 4/29 0-1 37 670 808 478 8710 10500 

嬬恋村B（耕作前）
4/29

0-1 48 1340 1710 628 17500 22300 

嬬恋村B（耕作後） 0-1 10 95 136 

長野県軽井沢町A 4/28 0-1 82 688 752 1070 8950 9784 

長野県軽井沢町B 4/28 0-1 4 448 556 57 5820 7220 

長野県軽井沢町C 8/14 0-1 0 1010 1440 0 13200 18800 

茨城県神栖市 4/20 0-1 154 185 237 2000 2400 3080 

首都圏及び関東圏における土壌中の131I, 134Cs, 137Cs濃度と蓄積量 (2)
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137Cs フォールアウト量

福島第一原発事故以前の137Cs濃度 (大阪湾・大阪城壕)

大阪湾淀川河口底質

大阪城外濠底質
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プルトニウムのデータはKokubu et al., J. Environ. Radioact., 99, 211-217 (2008) から引用
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福島第一原発事故以前の137Cs濃度 （長崎湾・長崎市西山貯水池）
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東京湾・江戸川水系底質の
放射性セシウム濃度

(2011年8月20日～12月5日)

江戸川水系

柏市

江戸川
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文科省航空機モニタリングに
よる放射能汚染地図
（高バックグラウンド地域のデータを修正した
後の汚染地図）

（平成23年11月11日発表分）
134+137Cs 沈着量：kBq/m2
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底質コア試料採取地点

• 新潟県寺泊野積海岸（大河津分水河口）

• 水深15,20,30mの3地点でコア試料を採取

VC1（水深30ｍ）

VC2（水深20ｍ）

VC3（水深15ｍ）
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なぜ大河津分水河口で採取したのか

信濃川からの洪水調整排水路として建設され，1922
年に通水を開始し,1931年に完成した。

信濃川からの流出土砂が河口海域に砂浜地形を形成
するので，その形成過程を解明する目的で底質コア試
料を分析した。

2011年7月新潟・福島豪雨)時に大河津観測所で観測された水位変化
（2011.7.28-2011.7.30）

大河津分水河口底質の含水率と水銀濃度の鉛直分布

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0

50

100

150

200

250

300

0 20 40 60 80 100 120 140

含
水

率

水
銀

濃
度

(p
p
b
)

コア深さ(ｃｍ)

VC2 (20m)

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0

50

100

150

200

250

300

0 20 40 60 80 100 120 140

含
水

率

水
銀

濃
度

(p
p
b
)

コアの深さ(cm)

水銀
含水率

VC3 (15m)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0

50

100

150

200

250

300

0 20 40 60 80 100 120 140

含
水

率

水
銀

濃
度

(p
p
b
)

コアの深さ(cm)

VC1 (30m)

新潟・福島豪雨（2011.07.27～07.30）
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VC3 (15m)大河津分水河口底質コアには，含水率の変
化として洪水流入の痕跡が記録されていると
考えられる。

上流の陸域等に保存されていた重金属類が
洪水で流出し，濁水中の微細粒子に吸着・濃
縮して河口域で沈積している。

放射性セシウムが検出されたのは，最表面
の含水率が高い層，即ち，新潟・福島豪雨で上
流から流されて堆積層を形成した微細粘土に
放射性セシウムが吸着していると考えられる。

大河津分水河口底質の含水率と放射性セシウムの鉛直分布
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大河津分水河口域に蓄積している放射性セシウム量

蓄積量（Bq/m2)
VC3            VC2            VC1        Tokyo Bay 

(15m)          (20m)         (30m)          (Site D)
134Cs 7720          10300          4410             7290      
137Cs       10900          14800          6250            11000
Total       18600          25100        10700           18200
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ダイバーによるコア試料採取地点
（2011年8月20日及び2012年4月2日に採取）
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2011.08.20: A,B,C,D
2012.04.02: A,C,D, 03, 38

隅田川

荒川

旧江戸川

中央防波堤

千葉港

葛西臨海公園

若洲海浜公園

夢の島
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大河津分水河口と東京湾荒川河口底質の比較

Tokyo Bay D

積算蓄積量濃度の鉛直分布
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Tokyo Bay D

信濃川水系河川と流域

信濃川に合流する主な河川

破間川

三国川

魚野川

清津川

中津川

千曲川

塩沢

湯之谷

穴沢

奥只見湖

佐梨川

＜農地(水田)土壌中の放射性セシウム濃度＞

採取日 Cs-134 Cs-137 Cs-total

関川村 金丸 2011.11.15 <10 44 <54
五泉市 別所 2011.11.4 <10 30 <40
刈羽村 滝谷 2011.11.14 <10 30 <40

穴沢 2011.11.7 20 32 52
湯之谷 2011.11.7 29 51 80
大蔵 2011.11.10 15 27 42
麗 2011.11.10 20 32 52
塩沢 2011.11.10 66 84 150

津南町 船渡 2011.11.16 17 28 45

採取地点

魚沼市

南魚沼市

＜一般環境土壌中の放射性セシウム濃度＞

採取地点 採取日 Cs-tatal
2011.11.19 45
2011.11.20 26
2011.11.21 113
2011.11.22 119.5
2011.11.23 59.5
2011.11.24 320
2011.11.25 270
2011.11.26 84
2011.11.27 7
2011.11.28 64
2011.11.29 35
2011.11.30 78.8
2011.11.31 3.2
2011.11.32 83

三条市（腐葉土） 2011.11.33 296

魚沼市

南魚沼市

関川村

大河津分水

日本海

新潟県

Cs-134・Cs-137の合計蓄積量
10,000～30,000 (Bq/m2)

30,000～60,000 (Bq/m2)

新潟県南東部の放射性セシウム

蓄積量が高い山岳地帯に平成23
年度新潟・福島豪雨による降水
量が多い地域がある.

累計雨量300mm以上の地域

10,000～25,000 (Bq/m2)

ま と め

・ 新潟県信濃川大河津分水河口（野積海岸）の底質から，福島第一原発事故
に起因すると考えられる放射性セシウム（134Cs,137Cs）が検出された。

・ 河口北西部の水深15,20,30mの3地点から採取した底質コア試料の全放射
性セシウム濃度は，最大値で460Bq/kg，蓄積量は10700～25100Bq/m2で
あった。この値は，東京湾荒川河口域底質の放射性セシウム濃度と同レベ
ルであった。

・ 底質コア中の放射性セシウムの鉛直分布は採取地点で大きく異なるが，海
底表面から4～27㎝の深さに達していた。この表層堆積物は平成23年度新
潟・福島豪雨により流入した土砂の堆積層と一致する。

・ 以上の結果から，大河津分水河口で見出された福島第一原発事故に起因
すると思われる放射性セシウムは，信濃川及びその支流の集水域の土壌
に沈着・吸着していたものが，新潟・福島豪雨に伴い発生した洪水で流入し
たと考えることができる。

・ この放射性セシウムの信濃川水系における動態を詳細に解明するためには，
さらに緻密な追跡調査とモニタリングが必要と考える。


